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今後の気高中学校区の小学校のあり方について（答申） 

 

鳥取市校区審議会（第 14 期）は、平成 30 年 10 月に第１回の審議会を開催し

て以降、「鳥取市全域の市立小・中学校・義務教育学校の学校配置及び校区の設

定について」（平成 30 年 10 月 15 日付け発教総第 410 号）に関する審議を進め

てきた。 

この審議の前段において、平成 29 年８月 31 日に「逢坂の教育を考える会」

より要望書が出され、13 期校区審議会が行った視察内容等を引き継いで継続審

議してきた。 

この審議の過程で、令和２年３月 27 日に「瑞穂小学校のあり方を考える会」

「宝木小学校区のあり方を考える会」よりそれぞれ要望書が提出され、令和２

年９月 24 日に「浜村地区の教育のあり方を考える会」より要望書が提出され

た。 

この度、気高中学校区内にある４小学校区の要望書がまとまったことを受け

て、アンケート結果の分析や意見交換等を行い慎重に審議を重ねた結果、気高

中学校区の学校のあり方について次のとおり答申する。 

 

記 

 

逢坂小学校、宝木小学校、瑞穂小学校、浜村小学校の４校は、気高地域の中

長期的な姿を見据え、新設統合する。 

 

以上 
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［付記］ 

（１）地域における検討組織を速やかに設置し、統合の方法、時期、新設校

の位置等について協議すること。 

（２）検討組織においては、この地域での中長期的な児童生徒数の減少の状

況を踏まえ、小中一貫型の学校の設置についても選択肢の一部として検

討すること。 

（３）学校の新設については、設置者である教育委員会と検討組織での協議

のもと、相当の時間をかけて行う。しかし、逢坂小学校の小規模化の状

況は緊急の課題であることから、同校児童に関しては協議が進行してい

る間も、前倒して浜村小学校に編入することも検討すること。 

（４）新設校が設置されるまでの間、４校の児童による交流学習を行うな

ど、児童が新しい環境に適応できるようきめ細やかな対策を講じるこ

と。 

（５）通学にあたっては、スクールバス等、児童生徒の安全な通学方法につ

いて検討し、保護者に新たな経済的負担がないよう配慮すること。 

（６）各地域ならではの学習を継続することに留意し、郷土愛を育む教育を

重視すること。 

（７）閉校した校舎については、防災や地域振興等に有効活用することの可

否について検討すること。 

（８）協議の内容や決定事項については、会報等を用いて、各校区の住民に

適宜周知すること。 
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［説明］ 

（１）協議の経過 

平成２６年１１月 

逢坂小学校区において、逢坂むらづくり協議会、小・中学校保護者、学校長

等により、小学校の今後のあり方を考えるため、「逢坂の教育を考える会」が

設立される。 

 

平成２９年８月 

同校において、保護者会組織との意見交換会や住民座談会の開催、住民アン

ケートの実施などを通じ検討が行われ、「気高町内の小学校と新設統合を望

む」旨の要望書が提出される。 

 

平成２９年１０月 

鳥取市校区審議会中間まとめにおいて、気高中学校区が「小規模化にともな

った教育効果の課題をどのように解決するか早急に議論が必要な学校区」に位

置付けられる。 

 

平成２９年１１月 

「瑞穂小学校のあり方を考える会」が設立される。 

 

平成３０年７月 

「宝木小学校区のあり方を考える会」が設立される。 

 

平成３０年１０月 

「浜村地区の教育のあり方を考える会」が設立される。 

 

平成３１年２月 

 気高地域４校それぞれの検討状況を情報交換する「気高地域の子どもの未来

を応援する連絡協議会」が設立される。 

 

令和元年７月～１１月 

 各地区で住民説明会、住民アンケートが実施され、保護者、地域住民の意見

集約がされる。 
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令和２年２月 

「浜村地区の教育のあり方を考える会」より「中間まとめ」が出され、これを

もとに、浜村小学校及び浜村保育園の保護者、地域住民に対して説明会やアン

ケート調査が行われる。 

 

令和２年３月 

「瑞穂小学校のあり方を考える会」「宝木小学校区のあり方を考える会」それ

ぞれより「気高町内の小学校と新設統合を望む」旨の要望書が提出される。 

 

令和２年９月 

「浜村地区の教育のあり方を考える会」より「気高町内の小学校と新設統合を

望む」旨の要望書が提出される。 

 

（２）統合の方法、時期について 

 

統合については概ね賛成だが、統合の方法については、段階的な統合、４校

統合、中学校も含めての統合など、保護者や地域住民の思いはそれぞれであ

る。本答申と同時に出された「鳥取市立学校の配置及び校区の設定について」

（答申）において、このエリアは「西２ブロック」に分類され、概ね２０年後

には、中学校の生徒数が適正規模を下回ることが推計されている。小中一貫型

の学校を設置することで、小規模化のデメリットを解消することが期待できる

ことから、このことも選択肢の 1 つと考え、「学校と保護者、地域が一体とな

った検討組織」の主体性のもとに、市教育委員会と地域住民がすみやかに協議

を進める必要がある。 

（３）地域伝統文化や自然探究など地域ならではの学習について 

各学校は、これまでも地域の特色を生かして、総合的な学習の時間等で工夫

をこらした学習をすすめ、郷土愛を育んできた。今後もこれらの学習を継続す

ることに留意し、４地区（逢坂・宝木・瑞穂・浜村）の伝統文化を教育課程の

編成に取り入れるなど、地域づくりと学校教育のあり方について、地域の関係

組織、関係者と連携を密にし、協議を進めることが必要である。 
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